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令和元年度　全国学力・学習状況調査の結果報告

　今年４月１8日に全国学力・学習状況調査を南越前町内の小学校６年生78名、中学校3年生86名を対象に行いました。
　今年度は、小学校において国語と算数の 2教科、中学校において国語と数学・英語の 3教科での実施でした。
なお、これまでA問題（知識）と B問題（活用）とに分けられていた問題が、新学習指導要領の改訂に伴い、基本
的な知識と活用力を問う一体化された問題に変わりました。この、調査結果については、昨年までと同様、児
童生徒の学習状況の改善に役立てるとともに、教育委員会や学校が保護者や地域の皆様と一体となって協力し
合うことで、学習効果を一層高めることを目的として公表いたします。
1南越前町全小・中学校の学力調査の結果（福井県および全国との比較）
＊ 調査の結果は、平均正答率として出ますが、学校の特定や序列化などへの懸念もあり、全国上位の福井県、そして全国と
の統計的な比較のもと、小学校中学校ごとにまとめて「上回る」「同程度」「下回る」と表しています。

◆小学校（４校）
＜良好なところ＞
　国） 場面や状況、目的に応じて、質問を工夫する。
　国） 話しの意図を捉え、自分の考えをまとめる。
　算）  図形の性質や構成要素に着目し、いろいろな図形の中から同じ性質のものを選

択する。
　算）  資料を読み取り、一人当たりの水の使用量の増減を判断し、その理由を記述する。
＜課題が残るところ＞
　国）  学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う。（友達にかぎら

ず・かんしんを持ってもらいたい）
　算）  2010年の市全体の水の使用量が1980年の市全体の水の使用量の何倍か読み取る。

◆中学校（３校）
＜良好なところ＞
　国） 話し合いでの発言内容について説明したものとして適切なものを選択する。
　国） 話や文章の内容から省略された語について正しく表現する。
　数） 簡単な連立二元一次方程式を解く。
　数） 問題解決の方法を数学的な用語を用いて表現する。
　数） 変形式 6n＋ 9を 3（2n＋ 3）にする理由を捉える。
　英） 話の内容や書き手の意見を捉え、自分の考えをまとめる。
＜課題が残るところ＞
　英） 聞いて把握した内容について，適切に応じる。
  なお、今年度より新学習指導要領・外国語科の目標である「外国語による聞く

こと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通してコミュニケーション
を図る資質・能力を育成する」という目標を見据え、中学校の英語調査におい
て「話すこと」の調査が実施されましたが、その結果はここに含まれておらず、
「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計で集計されています。

2学力調査と学習状況調査の関連から
　 ＜｢ 当てはまる ｣と答えた児童生徒と、｢当てはまらない ｣と答えた児童生徒の平均正答率の差　％＞

南越前町小・中学校の結果概要と対策

■問合せ　教育委員会　☎ 47－8005
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良かった質問項目 ％
自分には良いところがあると思う 6.1

○自己肯定感
みんなで協力し、充実感を味わっている 5.3
朝食を毎日食べている 44.3

○基本的生活習慣の定着毎日、よく似た時間に寝ている 21.7
毎日、よく似た時間に起きている 36.0
家で、計画を立てて勉強している 15.2

○学習習慣の定着普段、授業以外に一時間以上学習している 10.5
普段、30分以上読書をしている 8.1
これまで授業で週一回以上 ICTを使用した 21.5

○人や物、情報との関わり話し合う活動では、自分の考えを深めたり広げたりしている 9.6
資料や文章、話の組み立てを工夫して発表している 6.1


